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要約 

バティック職人が、彼らのビジネスにおけるリスティング活動を通して、どのように意味の

ある会計を解釈しているか、どこでバティック職人が年々急速に成長していることを知る

ために為された研究である。会計を簿記と解釈しているバティック職人は、生産活動を中心

としたビジネスの発展に関心があり、生産ビジネスに焦点を当てているバティック職人は、

会計実務において、政府が定めた財務基準に基づいて作成する必要があることを知ってお

り、それを理解している。会計は、ビジネスの持続性に重要な役割を果たし、会計記録を作

成することで、バティック職人が事業継続のための将来計画に利用できる代替案などビジ

ネス上の意思決定をするのに役立つ。 

 

感想 

バティックとは、インドネシア・マレーシアの、蠟纈染め（ろうけつ、染めようとする以

外のところを蠟で覆う技法。)の布のことで、日本では特に「ジャワ更紗」の名前で親しま

れている。2009 年には世界無形文化遺産に登録された。以前、関学でインドネシアの布の

世界というイベントを伝統班の先輩と時計台まで見に行ったが、非常に豪奢で式典用のも

のから普段着まで、また高位の僧侶から生まれたての赤ちゃんを覆う布まで、どれも美しい

ものだった。日本は民族衣装を普段着ることはないので、生まれたころから自分の国の文化

がすぐ近くに在るのは非常に良いことだと感じたのを思い出した。 

日本の伝統工芸に携わる職人の方の中には、小売りもされている方もいれば、ものづくり

だけをされている方もいる。家族経営の小さなお店もあれば、ほとんど大企業といっても遜

色ないような企業まである。自分が「職人」なのか、「経営者」なのかで、調査の答えがだ

いぶと変わってくる。そのあたりも注意して調査・分析したいと思う。 


